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５
月
の
で
き
ご
と

５
月
の
で
き
ご
と

５
月
の
で
き
ご
と

５
月
の
で
き
ご
と

   1 日 行政協力委員会議

   7 日 交通指導員総会

11日 臨時市議会

11～20日 春の全国交通安全運動

12日 ミニ遊・ vi  va （下田小学校）
び ば

15日 海水浴場水質検査

16日 寿大学開講式

18～20日 第68回  黒船祭

22日 身体障害者福祉大会　

27日 土砂災害防災訓練

　今年で13回目となる「大賀茂れんげ祭り」が同地区のレン
ゲ畑で開かれました。 親子連れを中心に多くの人が繰り出し、
朝日子供太鼓の演奏やジャンケン大会、出店などで楽しい
一日を過ごしました。

レンゲ畑は大賑わい����

　市民文化会館に於いて行政協力委員会議が開かれ、昨年度
で退任された区長さんに感謝状が贈呈されました。また、39
地区の区長さんに市長から委嘱状が手渡され、市との連絡調
整などの協力をお願いしました。

区長さんに委嘱状交付���

　今回は10種目に挑戦するチャレンジランキング大会。
100名以上の子供たちが参加して「くつとばし」や
「一人でバトミントン」などのおもしろ種目に挑戦し
ました。

遊 ・  vi  va  ！外遊びスペシャル
び ば

����

　ダイハツ工業株式会社より下田市へ車椅子搭載ス
ロープ付車両が寄贈されました。この車両は、身障者
等の市主催行事への参加や高齢者生きがいプラザの活
動などの支援のために使用していきます。

高齢者 ・ 障害者の活動を支援���

　春の交通安全運動初日、市内45箇所で街頭啓発を実
施。伊豆急下田駅前の国道ではのぼり旗を掲げ、通行
中のドライバーや歩行者に啓発グッズを配り交通事故
防止を呼びかけました。

安全運転に心がけましょう����

－９－  広報しもだ  ２００７. ６ 月号
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し
も
だ 
ま 
い 
ま 
い

ペリー艦隊日本遠征記第2巻
（市立図書館蔵書）

　

幕
末
期
、
ペ
リ
ー
艦
隊
に
採
集

さ
れ
た
下
田
の
ま
い
ま
い
は
、
海

を
渡
り
、
日
本
を
代
表
す
る
生
物

の
一
つ
と
し
て
米
国
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

　

か
た
つ
む
り
の
学
術
上
の
呼
び

名
で
す
。
大
昔
に
水
中
か
ら
陸
に

上
が
っ
た
巻
き
貝
の
一
種
で
、
動

き
が
遅
く
、
移
動
力
が
小
さ
い
た

め
、わ
ず
か
な
地
形
の
相
違
に
よ
っ

て
も
種
類
が
異
な
っ
て
お
り
、
日

本
に
は
約
６
０
０
種
以
上
が
生
息

し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
い
ま
い
は
雌
雄
同
体
で
、
梅

雨
時
に
土
の
中
に
小
さ
な
丸
い
卵

を
産
み
ま
す
。
コ
ケ
や
菌
類
を
好

ん
で
食
べ
、
数
回
冬
を
越
え
て
成

長
し
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
違
い
、
日
本

に
は
ま
い
ま
い
を
食
用
と
す
る
習

慣
は
無
く
、
む
し
ろ
デ
ン
デ
ン
ム

シ
に
角
を
だ
せ
と
歌
い
か
け
る
童

唄
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
身
近

な
小
動
物
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
よ
う
で
す
。
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殻
が
右
巻
き（
殻
の
縁
が
右
側
）

で
、
虎
模
様
が
は
っ
き
り
し
て
お

り
、
黄
白
色
（
平
地
型
）
と
紅
色

（
山
地
型
）
の
個
体
が
あ
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。
関
東
一
帯
に
広
く

生
息
す
る
ミ
ス
ジ
マ
イ
マ
イ
に
比

べ
て
や
や
小
さ
い
と
言
わ
れ
、
伊

豆
半
島
に
の
み
生
息
し
て
い
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
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嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
）、
下
田

に
来
航
し
た
ペ
リ
ー
提
督
率
い
る

合
衆
国
日
本
遠
征
隊
の
目
的
は
、

日
本
に
開
国
を
促
す
こ
と
で
し
た

が
、
動
植
物
の
調
査
も
任
務
の
一

つ
と
し
て
い
ま
し
た
。
遠
征
隊
は

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
動
物
や
植
物

を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
、
採
集
し
た

り
し
、本
国
へ
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

下
田
で
採
集
さ
れ
た
ま
い
ま
い
は
、

帰
国
後
に
貝
類
研
究
者
ゼ
イ
に
手

渡
さ
れ
、
採
集
地
下
田
の
名
を
冠

し
た
「
し
も
だ
ま
い
ま
い
」
と
し

て
学
会
に
発
表
さ
れ
、
世
界
に
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
遠
征
隊
が
採
集

し
た
貝
類
は
今
日
で
も
米
国
の
数

カ
所
の
博
物
館
に
大
切
に
保
存
さ

れ
て
お
り
、「
し
も
だ
ま
い
ま
い
」の

学
会
発
表
は
日
本
の
近
代
的
貝
類

研
究
を
語
る
上
で
、
重
要
な
出
来

事
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

しもだまいまい

　

平
成　

年
５
月
１
日
付
け
で
、

１９

村
山
登
美
雄
さ
ん
が
総
務
大
臣
か

ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
既
に
委
員
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
稲
葉
山
治
さ
ん
と
二
人

（
交
代
制
）
で
皆
様
の
相
談
を
お

受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
改
善
に
関
す
る
苦
情
、
意

見
、
要
望
等
住
民
の
皆
様
か
ら
相

談
を
受
け
、
関
係
行
政
機
関
等
と

協
力
し
て
そ
の
解
決
策
を
図
り
、

よ
り
よ
い
行
政
運
営
の
実
現
に
尽

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

国
道
・
国
税
・
登
記
な
ど
国
の

業
務
、
地
方
公
共
団
体
が
国
か
ら

委
任
や
補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い

る
国
民
年
金
・
生
活
保
護
・
土
地

改
良
事
業
な
ど
の
業
務
に
つ
い
て

の
苦
情
や
意
見
、
要
望
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
行
政
相
談
員
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り

ま
す
。

相
談
日
・
時
間

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

（
直
近
の
相
談
日
は
、６
月　

日
、

１３

　

日
で
す
。）

２７※
原
則
と
し
て
、
相
談
は
予
約
が

必
要
で
す
。

会
場

　

市
役
所
会
議
室

そ
の
他

　

行
政
相
談
委
員
は
市
民
相
談
員

を
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
相

談
の
中
で
行
政
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

問
合
せ
先

　

静
岡
評
価
事
務
所

　

�
０
５
４
―

２
５
４
―

１
１
０
０

　

市
民
課
市
民
係

　

�
�
２
２
１
５

�������
（下田市蓮台寺）

行
政
相
談
委
員
が
二
人
に
な
り
ま
し
た
。

定
例
相
談
所

日本遠征記第2巻挿図
上の2段がしもだまいまい

　

６
月
１
日
よ
り
あ
じ
さ
い
祭
が

下
田
公
園
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
や
紫
の
美
し
い
紫
陽
花
の
陰
に

「
し
も
だ
ま
い
ま
い
」
を
見
つ
け

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
�
５
０
５
５


